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施設名

演題名 親身な対応における職員の役割　～幸せホルモンwelcome～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

日頃から「親身な対応」を心がけているが、それが本当に正しい対応なのかどうかが分からない。
ご入居者の訴えや行動にあまり変化がなく職員の統一した対応ができていない。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 3

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）対象者2名の訴えと行動回数

（目標値）11月までに半分以下に減らす

①幸せホルモンの研修ビデオを全職員が視聴し理解をする
②親身な対応とは！のポスターを各部署に掲示
③対象者の病気からくる症状のパンフレットを作成
④パンフレット内容の説明を行い理解をしてもらう
⑤出勤したら今日の目標を1つ挙げてもらう
⑥モチベーションが上がるよう何でも話せる職場の環境作り
⑦対象者に同じ対応ができるようにする
⑧訴えの多い時間帯の対応策表を作成し周知実行

（実施前）対象者2名の訴えと行動に対して職員の対応が統一されていないため不穏にさせてしまっている。

（実施後）職員の対応の統一を図る事で対象者の訴えや行動に変化が現れた。

①ご入居者の病状や周辺症状を職員が理解する為に居室担当者が月に1回、対応策を見直す
②日々の目標を働くモチベーションを上げるために各職員が毎朝考えて実行する
③幸せホルモンが出せるように教育委員会が半年に1回振り返りと現状調査を行う
④幸せホルモンを忘れない為に所属長が毎月ミーティング開催時に参加者と協議する

山岸
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　（介護福祉士）ライフケアガーデン湘南

①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

②支援部門

令和5年9月～11月

取り組種別 施策実行型

関　誠二（介護福祉士）

須田　まゆみ 看護師

佐藤　優子 看護師

磯見　忍 通所介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士越智　司

山岸　章 介護福祉士

friendly service
ふれんどりーさーびす

 推
お

し活隊
かつたい

②複数の職場が連携した活動

④組織全体で取り組んだ活動 関　誠二


